
令和７年度 第１回 学校運営協議会  議事録 

令和７年５月７日（水）９：45～11：45 

 

＜参加者＞   

協議会委員 A氏（総合教育センター 専門支援部 特別支援班 特任教官） 

      B氏（自治会長） 

      C氏（湖西市民生委員 主任児童委員） 

D氏（浜名学園 施設長） 

      E氏（湖西市教育委員会学校教育課指導主事） 

      F氏（トヨタバッテリー株式会社 管理部部門人事支援グループ） 

      G氏（本校 PTA会長） 

 

学校関係者 校長、副校長、事務長、小学部主事、中学部主事、高等部主事、教務主任 

 

＜議事録＞ 

（１）概要説明（副校長） 別紙資料 

（２）自己紹介 

 ア 校長  委嘱状を  

 イ 協議会委員                        お渡ししました。 

A氏：昨年度に引き続き２年目となる。引き続き、子供たちのためにできることを考 

えていきたい。 

B氏：今年度自治会長となった。初めての参加であるため、分からないことがあると 

思うが、できることに取り組みたい。 

C氏：何年か関わってきている。今年も協力したい。 

D氏：初めての参加となる。昨年度も卒業生が一人、浜名学園きぼうに入った。以前 

はもちつきなど、一緒に行っていたが、コロナ以降関わりが少なくなってきて 

いるため、今後様々なつながりをもてるとよい。 

E氏：初めての参加となる。交流の関係など、浜名特支に日頃からお世話になってい 

る。 

F氏：障害者採用活動を行っている。岡崎に本社がある。いつも学校に来ることを楽 

しみにしている。学校の役に立ちたいと思う。 

G氏：息子が小１からお世話になっている。恩返しのつもりで取り組みたい。 

 

ウ 本校職員  

（３）会長、副会長選出 

   会長  A氏 

   副会長 B氏を選出し、全員の承認を得られた。 

 



 

（４）令和７年度 学校経営計画（校長） 

ア 説明（校長）  別紙資料 

・グランドデザインついて 

    教育目標：「豊かな社会生活を実現できる浜名の子」 合言葉：【笑顔 仲間 地域】 

    スローガン【幸せを運ぶはまな】 

・学校経営計画について 

 

イ 意見交換及び承認 

      B氏  ：地域とのつながりについて、中学部のごみ拾い、避難所について教えて 

いただきたい。 

      中 主 事：大倉戸海岸の清掃は、今年度も自治会の方々と一緒に取り組みたいと考

えている。９月 30日予定したい。 

      副 校 長：防災については、９月下旬に防災倉庫の点検を予定している。 

B 氏  ：防災倉庫の点検は、毎年行っているため、それ以外のことも考えたい。 

副 校 長：点検時に校内を見て回り、一緒に考えたい。 

      C氏  ：決まった教科書がないことは、幼児教育とも関係している。いろいろな

遊びを通して子どもたちが育っていくとよい。アドバイスできるとこは

していきたい。民生委員も皆、学校を気にしている。協力できればと思

う。 

      D氏  ：普段人事部門を担当している。人事からの意見としては、教師の働き方

の部分について、本来の業務である教育の部分にしっかり取り組めるよ

うに、業務の分担をすること、心の余白をもつことが大切だと考える。

人間関係がおろそかにならないように心掛けるとよい。 

E氏  ：高等部生徒と関わる場面が多いが、挨拶に感心している。今後も続けて

いけるとよい。 

F氏  ：交流籍交流を進めてもらっているが、センター的機能として、職員の研

修もお願いしていきたい。 

            その他の質問として、避難訓練は、年間何回行っているのか。 

→10回程度行っている。 

G氏  ：自分自身「おはなし工房やまねこ」の活動として、本校で読み聞かせの

ボランティアを行っているが、その他の活動についても、ボランティア

の募集をしていくとよりよいのではないか。小学校では、ミシン、書道

など、ボランティアを活用している。NPO法人の「シラスカルフォルニ

ア」という団体が白須賀にあると思う。地域と活動している方とのつな

がりをもてるとよい。 

 

（５）校内参観  校内を 30分ほど参観 

 



（６）参観後の感想 

  G氏  ：各学部活動が考えられていた。 

F氏  ：年齢に応じた活動をしていた。小学部１年生が元気に学校に登校できていて 

よかった。先生との関係づくりができていた。 

   E氏  ：高等部の作業のレベルが高かった。浜名学園でもレベルアップできるように 

考え、卒業後の選択肢として選んでもらえるようにしたい。 

       入学式にも参加したが、そのときに会った小学部１年生が元気に過ごしてい

てよかった。 

  D氏  ：校内参観では、いつも会社として委託作業等で協力できるところはないか考

えている。また、得意なこと、できることはどんなところだろうかという視

点をもって参観している。 

  C氏  ：卒業後の生活を見据えて取り組めていた。 

       ２歳児のときに支援していた児童が小学部１年生に入学していた。様子を知

ることができてよかった。 

B氏  ：高等部では、いろいろな会社から委託された作業に取り組んでいてよかっ 

た。 

       地域の会社の協力や支援があることはよいことであると思った。 

       全体的に元気があってよかった。 

  司  会：新しく赴任した先生方も慣れてきている様子であった。 

       高等部２年生が、昨年よりも高等部の生徒としての自覚が芽生えていたと感

じた。 

 

（７）学校運営協議会の協議方針 別紙資料    

ア 趣旨 

① 学校運営への参加  

イ 意見の申出 

    Ａ 今回の重点 ＜校内参観＞ 

ウ 協議内容 

① 学校及び地域等における課題について 

◎小学部 

【主な取り組み】 

・おはなし工房やまねこの読み聞かせ 

・マリンバの演奏、オカリナの演奏など、子どもたちに音楽を聴かせてもらう。 

 ・漁師さんに実際に海の生き物を見せてもらう。 

    【今年度新たに取り組みたいこと】 

・畑で野菜作りに取り組みたい。教えてくれる方を紹介してもらえるうれしい。 

    ・４年生は、浜名湖ファームへの校外学習を計画している。 

    【防災について】 

・昨年は、体拭きシート、ドライシャンプー、段ボールベッドの体験を行った。 



    ・今年は、避難所での夜の過ごし方を想定し、ランタンの使用を試みたい。 

   ◎中学部 

【主な取り組み】 

・自治会の方と大倉戸海岸の清掃 今年も３～６人の方と一緒にできるとう

れしい。 

    ・おはなし工房やまねこの読み聞かせ、生徒への指導 

→中学部生徒が小学部児童に読み聞かせをする活動に発展 

    ・体育大会に向けて、ダンスの講師を招聘 

    ・福祉事業所：ひまわり授産所、ソレイユなどでの体験（昨年） 

           今年も場所を検討して取り組む。 

    ・ジュビロサッカー教室 

    ・新居中学校１年生との交流 

    ・１年…湖西、２年…浜松、３年…静岡についてそれぞれ調べ学習を行う。 

【防災について】 

 ・体験的な活動の中で工夫して取り組んでいく。 

      ・非常食体験、簡易テント・段ボールベッド体験 

      ・３年：校内ハザードマップ、家庭内での防災についての学習 

      ・学部集会：防災について楽しく学ぶゲームなど 

 

      ◎高等部 

【主な取り組み】 

・産業現場等における実習 ３年間で５回 

・作業学習５班…どの班も地域と関わり合いながら活動 

例：木工芸班…地域の会社である松倭木工株式会社へ製品作りの相談 

      【今年度新たに取り組みたいこと】 

       ・軽スポーツ部 

        サッカーの大会前に湖西高校サッカー部との合同練習 

（５月末の大会に向けて５月 19日に活動予定） 

       ・昨年湖西高校生徒が海風祭（本校文化祭）へ参加 

        →今年は、６月に湖西高校の文化祭へ、生徒会執行部生徒が参加予定 

      【防災について】 

       ・月に１回程度、LHRで学習 

       ・昨年は、仮設トイレ設営体験をした。今年は、避難テント設営体験を考え 

ている。生徒たちが体験を通じて発災したときにどうすればよいか考えて

いく。 

 

② 学校への必要な支援について 

B氏  ：以前は、海風祭で関わりがあった。コロナ禍でつながりが薄くなっ 

ているため、また支援できればと思う。 



           

  司    会：昨年は、海風祭を全校で同日開催したと聞いている。また地域も関  

わることができるとよい。 

      C 氏  ：よい取組である。昨年イオンタウンでの販売会がよかった。地域の

人たちと触れ合う機会として続けられるとよい。 

      D氏   ：新居工場では、NPO法人からやぎを借り、エコ除草に取り組んでい

る。癒しの効果もあり、社員の憩いの場ともなっている。児童と生

き物とが触れ合う機会として提供できるかもしれない。 

           また、コロナ前に行われていたフェスタの開催も再開していく。予

定が合えば高等部の生徒と関われる機会となるのではないか。まず

は、先生方だけでも見学に来てもらえるとよい。 

           E氏  ：浜名学園を進路先に選んでもらえるような施設運営をし、実習生を

受け入れたい。 

             F氏  ：防災については、起震車体験、スモーク体験、避難計画作成など、

取り入れられるとよいと思う。 

校外活動でのボランティアとして、コーディネーターが動くケー 

スがある。校外学習の引率人数が足りない場合、考えてもよいかも

しれない。 

           G氏   ：他校では、ボランティアをする際、登録を行っている。ボランテ

ィアの写真を撮り、学校内に掲示してくれている。地域と関わっ

ていることをアピールできるよい取り組みだと思う。インスタグ

ラムで地域との関わりについて紹介をしている学校もある。 

      小 主 事：御意見を参考に、テーマにあわせて取り入れていきたい。 

      校  長：つながりを見える化することは大切なこと。学校運営協議会のこ

とについても職員で共有したい。 

      司  会：以前、おぼと（湖西市健康福祉センター）で勤務していたのだ

が、社会福祉協議会との触れ合いができるとよいと思う。 

（高等部の福祉体験学習など） 

           中学部生徒が小学部児童に読み聞かせをするというよい取り組み

があるが、子どもたちが自分でやりたいと思うことをかなえられ

るような支援をしていけるとよい。地域に参加する気持ちを大切

にしたい。 

③ 第２回以降の会議の傍聴について 

希望があれば申し出を受ける。     

 

④ その他 

司会：２回目以降の校内参観を希望する。 

校長：会議の日以外にも参観していただけるとよい。  ＜校内参観＞ 

 次回、第２回学校運営協議会は、７月２日（水）に行う。 


